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仕仕
事事
確確
保保
・・
労労
働働
条条
件件
改改
善善
にに
向向
けけ
てて
要要
請請

県
央
振
興
局
要
請

〜
地
元
建
設
業
者
の
活
用
・

適
正
な
賃
金
の
指
導
を
〜

八
月
二
十
五
日
㈭
午
前
十
時

か
ら
、
県
央
振
興
局
長
に
対
し

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
川
口
局
長

他
八
名
、
協
会
・
組
合
か
ら
北

村
会
長
、
舩
津
委
員
長
他
二
十

名
が
出
席
。

始
め
に
、
北
村
会
長
、
舩
津

委
員
長
、
田
上
専
務
理
事
が
、

局
長
室
に
お
い
て
川
口
局
長
へ

あ
い
さ
つ
し
要
請
書
を
手
渡
し

た
後
、
場
所
を
会
議
室
に
移
し

北
村
会
長
が
、「
地
場
に
寄
与

す
る
地
元
中
小
零
細
建
設
業
者

の
活
用
。
設
計
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
が
二
次
、
三
次
、
町
場

に
行
き
渡
っ
て
い
な
い
。
申
請

し
や
す
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
」
と
要
請
の
趣
旨
を
説
明
。

米
田
建
設
部
長
か
ら
項
目
ご
と

に
回
答
。

工
事
発
注
の
要
請
に
対
し
て

は
、「
発
注
額
に
よ
っ
て
ラ
ン

ク
分
け
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

規
模
改
修
工
事
予
算
を
四
〇
〇

〇
万
円
確
保
し
て
お
り
仕
事
が

行
き
渡
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

上
半
期
で
八
〇
％
の
発
注
方
針
。

早
期
発
注
を
目
指
し
た
い
の
で

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」、
設

計
労
務
単
価
引
き
上
げ
に
つ
い

て
は
、「
土
木
部
の
方
に
要
望

を
上
げ
て
頂
き
た
い
。
出
先
機

関
と
し
て
は
定
め
ら
れ
た
単
価

を
き
ち
ん
と
使
う
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
」
と
し
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ
い
て
は
、

「
住
宅
課
で
毎
年
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
る
み
た
い
だ
が
国
の

制
度
が
少
し
変
わ
っ
て
い
る
。

熊
本
の
震
災
対
策
等
で
助
成
が

考
え
ら
れ
て
い
る
話
が
あ
る
。

そ
の
辺
の
情
報
を
踏
ま
え
て
土

木
部
に
要
請
を
上
げ
て
頂
け

ば
」
と
回
答
。

さ
ら
に
、
舩
津
委
員
長
や
髙

谷
前
副
会
長
等
が
、「
二
次
、

三
次
ま
で
適
正
な
賃
金
の
指
導

を
行
政
に
お
願
い
し
た
い
」

「
若
い
者
を
育
て
る
に
は
リ

フ
ォ
ー
ム
で
技
術
も
向
上
す
る
。

助
成
を
増
や
す
よ
う
本
庁
に
働

き
掛
け
て
ほ
し
い
」
等
要
望
し
、

終
了
。

諫
早
市
要
請

〜
若
年
技
能
者
育
成
に
は

賃
金
と
仕
事
量
が
重
要
〜

八
月
二
十
五
日
㈭
午
前
十
一

時
か
ら
、
諫
早
市
役
所
市
長
応

接
室
に
て
、
諫
早
市
長
に
対
し

要
請
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
五

名
、
協
会
・
組
合
か
ら
は
北
村

会
長
、
舩
津
委
員
長
他
十
三
名

が
出
席
。

始
め
に
北
村
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、「
地

元
に
貢
献
し
て
い
る
業
者
へ
の

優
先
発
注
、
若
年
労
働
者
の
育

成
を
踏
ま
え
て
の
設
計
労
務
単

価
引
き
上
げ
、
申
請
し
易
い
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
」
を
要
請
す
る

と
共
に
、
市
独
自
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
の
対
応
と
市
街
化
調
整

区
域
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
感

謝
を
述
べ
た
。
宮
本
市
長
は
、

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
国
も

県
も
制
度
が
変
遷
し
戸
惑
っ
て

い
る
が
、
市
の
単
独
事
業
で
継

続
し
て
い
る
。
地
域
を
支
え
る

た
め
に
人
が
定
住
し
て
頂
く
に

は
、
イ
、
シ
ョ
ク
、
ジ
ュ
ウ
が

必
要
。
イ
は
福
祉
、
教
育
等
各

種
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ク
は
職
業
、

ジ
ュ
ウ
は
住
ま
い
。
そ
う
い
う

施
策
を
進
め
て
お
り
、
成
果
が

少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
る
。
技

能
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
賃
金
、
仕
事
量
の
確

保
は
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
要
請
内
容
に
対
し
て

は
契
約
管
財
課
長
と
建
築
住
宅

課
長
か
ら
回
答
が
あ
り
、
工
事

発
注
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

は
「
業
者
選
定
は
地
元
業
者
育

成
支
援
と
市
内
経
済
活
性
化
の

た
め
に
地
元
業
者
を
優
先
的
に

指
名
。
年
間
通
し
た
平
準
化
発

注
に
努
め
る
」

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、「
県
の
公
表
単

価
を
元
に
適
正
単
価
で
の
発
注

を
行
っ
て
い
る
。
適
正
な
請
負

代
金
で
下
請
契
約
す
る
よ
う
元

請
業
者
を
指
導
し
て
い
る
」

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対

し
て
は
、「
県
の
補
助
事
業
は

終
了
し
た
が
、
一
〇
〇
％
市
の

単
独
事
業
で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

昨
年
八
月
現
在
三
十
二
件
の
申

請
だ
っ
た
が
、
今
年
は
既
に
六

十
件
の
申
請
が
あ
っ
て
い
る
。

事
業
継
続
の
た
め
に
積
極
的
な

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。
三
世

代
同
居
近
居
促
進
事
業
は
、
申

請
は
な
い
が
八
件
相
談
が
あ
っ

て
い
る
。」
と
回
答
。

そ
の
後
、
樋
口
支
部
長
か
ら

宗
方
地
区
の
下
水
工
事
の
開
始

時
期
、
髙
谷
前
副
会
長
か
ら
農

地
転
用
許
可
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
、
宮
本
市
長
は
、「
合
併

浄
化
槽
は
諫
早
市
は
県
で
一
番

高
率
の
補
助
を
し
て
い
る
。
宗

方
地
区
に
つ
い
て
は
上
下
水
道

局
か
ら
回
答
さ
せ
る
。
農
地
転

用
は
県
の
権
限
だ
っ
た
が
、
十

月
か
ら
諫
早
市
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で

き
る
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
、

要
請
を
終
了
し
ま
し
た
。

前
期（
六
月
〜
十
一
月
）拡
大
目
標
二
〇
〇
名
達
成
を
！

建
設
長
崎
第
七
十
一
回
定
期

大
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八

年
度
の
組
織
拡
大
年
間
目
標
を

四
〇
〇
名
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
組
合
へ
の
新
規
加

入
者
は
三
八
四
名
で
、
脱
退
者

を
差
し
引
く
と
前
年
よ
り
四
十

五
名
の
組
織
増
加
と
な
り
ま
し

た
。平

成
二
十
八
年
五
月
末
の
組

織
数
は
六
二
三
四
名
と
な
り
、

組
織
が
増
加
し
た
の
は
平
成
十

年
以
来
十
八
年
ぶ
り
で
す
。

組
合
は
、
年
間
拡
大
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
前
期
の
拡
大

期
間
を
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
六
ケ
月
間
と
し
、
前
期
目
標

を
二
〇
〇
名
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

十
月
と
十
一
月
は
拡
大
重
点

行
動
期
間
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
組
合
未
加

入
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

是
非
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
加
入
仲
間
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
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建設長崎大運動会開催のお知らせ
と き 平成28年10月23日㈰

午前10時開会
ところ 琴海中部運動公園

（長崎市長浦町）※雨天の場合は中止

年間
拡大目標
400名
平
成
28
年
度

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

各支部 前期拡大目標
目標（人）

13

16

18

13

10

7

3

200

支部名

島原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北松

平戸

五島

合計

目標（人）

12

7

10

14

19

8

17

21

12

支部名

中央

大浦

市南

東長崎

浦上西

浦上東

西彼

諫早

大村

9

▲諫早市役所 市長応援室 全体18名

▲県央振興局会議室 全体28名

▲宮本諫早市長に北村会長要請書渡し

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）9月15日発行建 設 長 崎第615号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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開
催
日

八
月
二
十
九
日
㈪

参
加
者

五
十
名

支
部
長

内
野

幸
雄

副
支
部
長

本
多

常
秋

〃

山
口

龍
志

〃

樋
口

正
人

〃

石
橋

廣
喜

〃

馬
渡

鉄
洋

書
記
長

井
関

一
幸

開
催
日

八
月
三
十
一
日
㈬

参
加
者

五
十
三
名

支
部
長

山
本

秀
夫

副
支
部
長

小
宮

清
治

〃

小
泉

雄
義

〃

中
島

善
明

書
記
長

古
井

宏
樹

開
催
日

九
月
十
三
日
㈫

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

植
田

勝
次

副
支
部
長

井
手

保

〃

岩
崎
喜
三
郎

〃

山
中

茂

〃

中
尾

豊

〃

尾
崎

光
生

書
記
長

森

一
公

開
催
日

九
月
九
日
㈮

参
加
者

三
十
三
名

支
部
長

山
田

哲
夫

副
支
部
長

本
田

岩
勝

〃

城

祐
輔

〃

松
田

年
市

〃

川
田

照
重

担

当

牛
島

貴
裕

開
催
日

九
月
十
二
日
㈪

参
加
者

六
十
三
名

支
部
長

須
藤

輝
久

副
支
部
長

近
藤

力
也

〃

坂
中

善
男

〃

萩
原

正
清

〃

池
本

勇

〃

田
中

祐
二

担

当

西
田

光
孝

開
催
日

九
月
十
四
日
㈬

参
加
者

四
十
一
名

支
部
長

北
村

五
男

副
支
部
長

平
山

正
則

〃

鳥
田

時
治

〃

古
里

一
紀

〃

宮
副

辰
則

書
記
長

井
関

一
幸

開
催
日

九
月
一
日
㈭

参
加
者

六
十
六
名

支
部
長

村
岡

広
明

副
支
部
長

佐
藤

昭
彦

〃

平
出

壽
夫

〃

木
下

広
次

〃

山
崎

司

〃

山
形

信

書
記
長

松
園

俊
輔

開
催
日

九
月
八
日
㈭

参
加
者

六
十
九
名

支
部
長

中
尾

政
男

副
支
部
長

一
瀬

純
男

〃

川
田

洋
一

〃

緒
方

末
広

〃

津
上

章
司

〃

金
水

誠

〃

松
野

隆
志

担

当

山
本
祐
一
郎

開
催
日

八
月
二
十
六
日
㈮

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男

副
支
部
長

長
島

則
行

〃

小
谷

守

〃

迎

稔

〃

大
庭

真
八

〃

坂
口

龍
夫

担

当

香
月

徳
仁

開
催
日

九
月
二
日
㈮

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

岡
田

眞

副
支
部
長

原
田

仁
志

〃

大
石

義
孝

〃

大
浦

広
己

担

当

西
田

光
孝

開
催
日

九
月
六
日
㈫

参
加
者

四
十
六
名

支
部
長

里

澄
宏

副
支
部
長

山
村

篤
司

〃

岩
永

和
範

〃

本
村

美
喜
男

〃

尾
上

正
範

書
記
長

若
杉

孝
雄

開
催
日

八
月
二
十
三
日
㈫

参
加
者

四
十
四
名

支
部
長

田
崎

順
一

副
支
部
長

野
口

耕
平

〃

森

政
一

〃

田
川

和
博

〃

松
田

隆
人

書
記
長

江
頭

孝
一

開
催
日

九
月
五
日
㈪

参
加
者

五
十
八
名

支
部
長

樋
口

義
雄

副
支
部
長

木
下

忠
明

〃

石
丸

久

〃

中
村

太
司

〃

後
田

博
幸

〃

林

崇

〃

山
崎

貞
博

書
記
長

大
賀

修
司

開
催
日

八
月
三
十
日
㈫

参
加
者

七
十
七
名

支
部
長

塚
本

芳
美

副
支
部
長

宮
野

喜
吉

〃

川
元

俊
彦

〃

末
吉

重
一

〃

田
中

清
士

〃

本
田

英
樹

〃

大
島

吉
博

書
記
長

渕
上

武
司

開
催
日

八
月
二
十
二
日
㈪

参
加
者

六
十
二
名

支
部
長

小
林

健
治

副
支
部
長

福
田

栄
治

〃

柚
元

美
則

〃

松
尾

正
明

〃

松
山

新
二

書
記
長

小
野

猛
範

県下15支部

各各支支部部大大会会開開催催
延べ862名が参加

建設長崎第71回定期大会を受けて、各支部は8月22
日の佐世保北支部大会を皮切りに、9月14日の大浦
支部大会で全ての支部大会が終了し、新体制がス
タートしました。

中
央
支
部

市
南
支
部

大
浦
支
部

西
彼
支
部

島
原
支
部

北
松
支
部

浦
上
西
支
部

大
村
支
部

佐
世
保
東
支
部

平
戸
支
部

東
長
崎
支
部

浦
上
東
支
部

諫
早
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

佐
世
保
北
支
部
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一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
長

崎
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
七
十
一
年
が
経
過
。

原
爆
は
そ
の
爆
風
と
熱
線
に

よ
り
多
く
の
人
命
を
奪
っ
た
だ

け
で
な
く
、
多
量
の
放
射
線
を

浴
び
た
こ
と
に
よ
る
後
遺
症
に

よ
り
、
そ
の
後
も
多
く
の
人
々

を
苦
し
め
、
死
に
追
い
や
り
、

そ
し
て
今
な
お
多
く
の
方
が
後

遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

建
設
長
崎
で
は
、
原
爆
で
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を

祈
り
、
八
月
八
日
、
平
和
公
園

内
の
不
戦
平
和
の
塔
前
で
、「
建

設
労
働
者
職
人
原
爆
殉
難
者
慰

霊
祭
」
を
県
内
各
支
部
代
表
、

主
婦
会
、
全
建
総
連
の
県
連
・

組
合
か
ら
九
十
人
の
参
加
で
執

り
行
い
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
十
一
時

二
分
に
原
爆
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
の
御
霊
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

そ
の
後
、
全
建
総
連
の
勝
野
書

記
長
、
広
島
建
労
の
岩
田
執
行

委
員
長
、
建
設
長
崎
の
舩
津
執

行
委
員
長
が
献
花
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
水
を
求
め
て
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
為
に
、
県

内
十
五
支
部
と
全
国
各
地
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
名
水
の
献
水
。
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
、
全
国
二

十
九
県
連
よ
り
送
ら
れ
た
七
万

七
千
羽
の
折
鶴
の
献
納
が
各
代

表
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。慰

霊
の
こ
と
ば
で
、
全
建
総

連
勝
野
書
記
長
は
、「
原
爆
と

い
う
非
人
道
的
な
兵
器
に
よ
る

無
差
別
攻
撃
に
よ
り
、
罪
の
な

い
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ

た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
全
建
総
連
の
仲
間
は
、

人
類
が
平
和
で
、
核
の
脅
威
に

怯
え
ず
に
く
ら
し
て
い
け
る
、

核
の
な
い
平
和
な
社
会
を
築
き

上
げ
る
た
め
、
不
戦
を
貫
き
、

平
和
憲
法
を
守
る
運
動
を
進
め

ま
す
」
と
平
和
な
未
来
へ
向
け

決
意
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
建
設
長
崎
舩
津
委

員
長
は
「
今
年
五
月
、
米
国
大

統
領
と
し
て
初
め
て
オ
バ
マ
大

統
領
が
被
爆
地
広
島
を
訪
問
し

慰
霊
碑
に
献
花
を
お
こ
な
い
、

演
説
の
中
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
語
り
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
こ

と
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

歴
史
的
な
一
歩
で
す
。
私
た
ち

は
『
人
類
と
核
兵
器
は
共
存
で

き
な
い
』
と
言
う
一
貫
し
た
立

場
で
、
被
爆
の
実
相
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
憲
法
九
条
や

前
文
の
平
和
的
生
存
権
に
体
現

さ
れ
た
憲
法
の
平
和
主
義
を
守

る
た
め
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
訴
え
続
け
て

参
り
ま
す
」
と
改
め
て
平
和
実

現
へ
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
全
員
が
白

菊
を
献
花
し
、
平
和
へ
の
祈
り

と
、
原
爆
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

浦
上
川
万
灯
流
し

原
爆
投
下
か
ら
七
十
一
回
目

を
迎
え
た
八
月
九
日
の
夜
、
原

爆
犠
牲
者
を
し
の
ぶ
「
万
灯
流

し
」
を
原
爆
殉
難
者
慰
霊
奉
賛

会
や
城
山
連
合
自
治
会
等
と
協

賛
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
、
建
設
長
崎
本
部

会
館
近
く
を
流
れ
る
浦
上
川
の

松
山
橋
梁
に
組
合
員
・
青
年
部

が
集
ま
り
、
道
板
と
桟
木
で
万

灯
を
の
せ
る
井
形
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

午
後
七
時
過
ぎ
に
な

る
と
爆
心
地
公
園
で
集

会
を
終
え
た
地
元
の
小

学
校
・
自
治
会
等
の

方
々
が
列
を
な
し
て

「
核
兵
器
廃
絶
」「
こ

ど
も
た
ち
に
幸
せ
な
未

来
を
」
な
ど
平
和
を
願

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
絵

が
描
か
れ
た
万
灯
を
持
ち
込
ん

で
き
ま
す
。

日
が
暮
れ
出
し
て
も
三
〇
度

近
く
の
気
温
の
中
、
組
合
員
さ

ん
ら
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、

万
灯
を
井
形
に
取
り
付
け
て
い

き
ま
す
。
一
艘
の
井
形
に
二
十

二
個
の
万
灯
が
の
せ
ら
れ
ま
す
。

主
婦
会
の
方
々
に
よ
っ
て
、

万
灯
の
ろ
う
そ
く
に
火
が
灯
さ

れ
た
後
、
井
形
は
次
々
と
川
に

下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

一
列
に
つ
な
が
れ
た
三
十
二

艘
の
井
形
は
、
船
で
ゆ
っ
く
り

と
曳
航
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
川

下
に
流
れ
て
い
く
約
七
〇
〇
個

の
万
灯
の
明
り
を
見
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
平
和
が
続
く
こ
と

と
、
殉
難
者
の
慰
霊
と
核
の
廃

絶
を
願
い
ま
し
た
。

八
月
五
日
㈮
、「
広
島
慰
霊

祭
」
が
、
平
和
記
念
公
園
内
の

原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・
職
人

の
慰
霊
碑
前
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
三
十
二
県
連
か
ら
二

二
八
名
の
多
く
の
仲
間
が
集
い
、

折
鶴
や
名
水
が
慰
霊
碑
に
献
納
、

献
水
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎

か
ら
は
舩
津
委
員
長
、
北
村
顧

問
、
本
部
主
婦
会
馬
場
会
長
、

山
形
副
会
長
が
参
列
し
原
爆
犠

牲
者
へ
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
終
了
後
、「
職
人
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
広
島

大
学
名
誉
教
授
北
川
建

次
先
生
の
被
爆
体
験
の

講
演
が
あ
り
、
最
後
に
、

広
島
建
労
の
青
年
部
長

が
「
私
た
ち
建
設
労
働

者
・
職
人
は
、
安
全
で

快
適
な
住
ま
い
を
造
り

上
げ
る
た
め
の
技
術
を
、

戦
争
の
な
い
、
平
和
な

日
本
を
建
設
す
る
た
め

に
役
立
て
て
い
こ
う
」

と
力
強
く
訴
え
、
閉
会

し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度

長
崎
技
能
士
会
総
会

新
会
長
に
北
村
政
和
氏

平
成
二
十
八
年
度
長
崎
技
能

士
会
総
会
が
七
月
二
十
六
日
に

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

技
能
士
会
の
相
川
哲
男
会
長

は
「
す
そ
野
の
広
い
建
設
産
業

の
繁
栄
は
、
次
代
を
担
う
若
年

技
能
後
継
者
の
育
成
が
不
可
欠
。

会
員
の
総
力
を
結

集
し
て
魅
力
あ
る

建
設
産
業
の
構
築

と
発
展
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

来
賓
を
代
表
し

て
県
雇
用
労
働
政

策
課
の
松
本
和
也

課
長
と
長
崎
市
商

工
部
の
尾
上
泰
啓

部
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
技
能
士
会
に
加

盟
す
る
十
一
団
体
か
ら
三
十
五

名
が
出
席
。
平
成
二
十
七
年
度

の
活
動
報
告
並
び
に
会
計
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
活
動
方
針
案

と
予
算
案
を
原
案
通
り
可
決
。

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

相
川
会
長
の
後
任
に
建
設
長
崎

の
北
村
政
和
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。
総
会
後
に
は
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
県
職
業
能
力
開
発
協
会

の
辻
良
子
専
務
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
り
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

八
月
二
十
七

日
〜
二
十
九
日

の
三
日
間
に
か

け
て
、
第
三
十

二
回
全
国
青
年

技
能
競
技
大
会

が
徳
島
県
「
ア

ス
テ
ィ
と
く
し

ま
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
課
題

「
四
方
転
び
踏

み
台
」
の
製
作

に
、
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
全
国

三
十
二
県
連
・
組
合
か
ら
七
十

三
人
が
参
加
。
建
設
長
崎
か
ら

は
、
山
下
政
樹
さ
ん
（
北
松
支

部
）
瀬
尾
友
兼
さ
ん
（
佐
世
保

中
央
支
部
）
二
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
長
崎
大
会
の
後
、
休
日

や
仕
事
の
後
に
練
習
を
行
い
全

国
大
会
に
臨
み
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
惜
し
く
も
二
名
と
も
に

入
賞
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

建
設
長
崎
は
、
第
三
回
大
会

よ
り
連
続
二
十
九
回
連
続
出
場

中
で
す
。
来
年
こ
そ

は
、
第
十
回
大
会
以

来
の
入
賞
を
目
指
し

て
、
青
年
部
の
皆
さ

ん
の
奮
起
を
期
待
し

ま
す
。

慰霊祭

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界
恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒
久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
ののののののののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
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―
新
た
な
決
意
を
込
め
―
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山下さん（北松）・瀬尾さん（佐中）が出場

全建総連・
広島建労共催 広島原爆慰霊祭
私たちの技術を、戦争のない
平和な日本を建設するために役立てていこう

井形をつくる組合員のみなさん

―全国29県連より送られた7万7千羽の折鶴―

～幸せな未来に願いをこめて～

建設長崎
舩津栄市委員長

浦
上
川
を
静
か
に
流
れ
る
万
灯
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大
浦
支
部

西
彼
支
部

2日間

1日間

2日間

2日間
会 場

佐世保市民会館
建設長崎島原支部

時 間
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成28年11月20日㈰
平成28年11月27日㈰

■平成28年度巡回健診実施会場（下記会場の中からお選び下さい。）

※申込定員に満たない会場は中止する場合があります。

戸
町
夏
祭
り
協
賛
住
宅
デ
ー

〜
猛
暑
の
中
、奉
仕
活
動
〜

八
月
二
十
日
㈯
の
正
午
か
ら
、

戸
町
夏
祭
り
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
戸
町
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
に
て
、
住
宅
デ
ー
と
し
て
の

「
無
料
包
丁
と
ぎ
」
を
行
い
ま

し
た
。

北
村
支
部
長
か
ら
、「
土
曜

日
の
お
忙
し
い
中
に
参
加
頂
い

た
こ
と
、
暑
い
中
で
の
作
業
に

対
し
て
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
気
を
付
け
て
頂
く
よ

う
に
」
と
の
あ
い
さ
つ
。
昼
食

後
、
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け

る
会
場
で
、
日
陰
を
探
し
磨
ぎ

石
を
セ
ッ
ト
。
準
備
段
階
に
は

お
客
さ
ん
が
早
速
お
目
見
え
、

そ
の
後
も
お
客
さ
ん
の
出
足
は

ま
ず
ま
ず
で
、
あ
ら
研
ぎ
と
仕

上
げ
研
ぎ
を
、
分
担
作
業
で
効

率
よ
く
一
〇
一
本
の
包
丁
を
見

事
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

時
折
そ
よ
ぐ
程
度
の
風
も
あ

り
ま
し
た
が
、
用
意
し
て
い
た

飲
み
物
も
無
く
な
り
、
買
い
足

す
ほ
ど
の
酷
暑
の
中
、「
奉
仕

活
動
」
と
い
う
形
で
地
域
の

方
々
に
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

琴
海
分
会
・
住
宅
デ
ー

〜
前
年
よ
り
一
八
〇
本
増
〜

西
彼
支
部
・
琴
海
分
会
で
は
、

去
る
八
月
二
十
一
日
㈰
に
Ｊ
Ａ

長
崎
せ
い
ひ
の
各
三
ヵ
所
（
村

松
営
業
所
・
琴
海
支
店
・
形
上

出
張
所
跡
地
）
で
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

前
日
と
当
日
の
二
回
、
琴
海

町
内
放
送
で
開
催
告
知
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
真
っ

只
中
で
自
宅
テ
レ
ビ
に
釘
づ
け

の
時
に
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
の

か
、
昨
年
よ
り
一
八
〇
本
増
の

四
一
七
本
の
包
丁
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
琴
海
会
場
で
は

て
ん
て
こ
舞
の
状
況
と
な
り
ま

し
た
が
、
何
と
か
午
前
の
受
付

時
間
内
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
は
旅
館「
浜

荘
」さ
ん
で
打
上
げ
を
行
い
、喉

の
渇
き
を
潤
し
て
頂
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
森
）

各種講習会のお知らせ
①足場の組立て等作業主任者講習会

【日 時】平成28年11月24日㈭～25日㈮
午前8時50分～午後5時

【場 所】組合本部2階（長崎市城山町17－58）
【受付期間】随時受付 11月15日㈫締め切り

②足場の組立て等の業務に係わる特別教育

【日 時】平成28年11月27日㈰
午前8時50分～午後4時

【場 所】組合本部2階（長崎市城山町17－58）
【受付期間】随時受付 11月15日㈫締め切り

③職長・安全衛生責任者教育講習

【日 時】平成28年12月8日㈭～9日㈮
午前9時～午後5時

【場 所】組合本部2階（長崎市城山町17－58）
【受付期間】随時受付 11月25日㈮締め切り

④木造建築物等組立等作業主任者講習会

【日 時】平成28年12月17日㈯～18日㈰
午前8時50分～午後5時

【場 所】組合本部2階（長崎市城山町17－58）
【受付期間】随時受付 11月25日㈮締め切り

長建国保からのお知らせ
◎インフルエンザの予防接種費用助成
長建国保では加入している被
保険者（組合員、家族）全員を
対象に、季節性インフルエンザ
及び新型インフルエンザのワク
チン接種に係る費用の補助を実
施しております。

補助の申請について
《補助の対象者》
長建国保加入の被保険者組合
員及び家族
《補助の対象》
季節性インフルエンザ及び新
型インフルエンザのワクチン接
種（以下予防接種という。）に
係る自己負担の費用が1回につ
き1，500円を超えた場合、1，500
円を超えた額を補助いたします。

《補助の申請》
当該組合員が所属する長崎県
建設産業労働組合の支部窓口で
被保険者証を提示し、申請書（様
式第一号）に予防接種の領収書
等を添え申請して下さい。
《補助申請の期間》
補助の申請は予防接種を受け
た日の属する月の末日から起算
して6ヶ月以内となっておりま
すので、接種後早めに申請して
下さい。
（例）1月10日に予防接種をし
た場合は、7月31日迄に申請が
必要です。
《申請に必要なもの》
①被保険者証②予防接種の費
用と分かる領収書及び明細書等
③印鑑

《補助の交付》
補助金の交付は、申請に問題

がなければ受付時に支部窓口で
交付いたします。（申請時に交
付）
《助成対象期間》
今年度のインフルエンザの予

防接種の助成対象期間は、平成
29年3月31日迄となっておりま
す。
（※この期間のうち、実際にワ
クチンをうてる日は市町村や医
療機関毎に異なる事があります
ので、お住まいの市町村窓口や
接種を予定されている医療機関
にお問い合わせ下さい。）

予防の為、またかかってし
まった場合の重症化を防ぐ為に
も早めに受けましょう！

■申込方法
受診ご希望の方は実施日の2週間前までに組
合へお申込下さい。
■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関の受
診票、検査用容器など
■受診対象者
受診対象者は、平成27年4月1日現在で長建

国保に加入している40歳以上の方（同日現在の
加入者で平成28年3月31日までに40歳になる方

を含む）です。尚、対象者以外の方でも自己負担
2，000円で基本検査項目が受診できます。
■巡回健診の検査項目《基本検査項目》
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧
測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿淡白）、血
液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、
胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、
貧血検査、痛風検査、視力・聴力

■選択検査項目（希望者のみ：全額自己負担）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）、胃がん検
査（2，500円）、前立腺がん検査（2，000円）、子
宮頸がん検査（自己採取法 2，500円）、大腸が
ん検査（1，300円）、喀痰細胞診（肺がん三日間
蓄痰 3，500円）
※選択検査項目の料金は健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

◎巡回健診のご案内 ～受診希望の方はお急ぎ下さい～

【受講料】8，000円（テキスト代込）
※ただし②足場の組立て特別教育は4，000円（テ
キスト代込）
※組合員は、組合より2，000円補助します
（②足場の組立て特別教育除く）

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

北
村

五
男

平
山

正
則

田
上

義
高

工
藤

是
正

小
野

義
龍

佐
々
木
政
敏

竹
市

幸
信

安
達

三
次

松
尾

哲
夫

松
山

力
男

春
尾

末
吉

竹
崎

初
男

松
本

重
徳

小
淵

禮
子

山
下
キ
ミ
エ

北
村
す
み
子

松
本
の
ぶ
よ

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

植
田

勝
次

岩
崎
喜
三
郎

山
中

茂

藤
田

清

徳
永

八
郎

相
川

哲
男

北
村

政
和

岸
川
久
美
男

森

進

井
手

吉
一

松
本

菊
夫

吉
田

健
一

松
山

義
廣

今
里

正
吉

神
近

剛

道
平

政
文

吉
田

等

角
﨑

豊

林

一
弘

石
橋

忍

小
山

哲
男

岩
下

敏
昭

太
田

正
利

小
野
田
国
夫

相
川

守

山
崎

康
博

島
本

治

廣
瀬

茂
樹

相
川

雅
彦

松
尾

孝

浦
添

朝
夫

前
尾

辰
美

浦

勝
彦

岩
下

孟

岸
山

正

舩
津
委
員
長

田
上
副
委
員
長

村松会場

形上会場

長浦会場
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会員申込
（必要書類の作成）

組合に提出
申請者の受付・確認

全建総連リフォーム協会
入会審査

別途義務講習B・C
受講が必要

会費の入金

入会

住宅リフォーム事業者団体登録制度は国が設立した制度です。
国土交通省は、一定の要件を満たしている「住宅リフォーム事業者団体」を国が登録・公表することによ
り、消費者が住宅のリフォームを行う際に、事業者を選択する判断材料としてもらうと共に、安心してリ
フォーム工事を行う事が出来る市場環境の整備を図ることを目的として創設されています。
しかし、この制度を大手事業者が先取りし、国のお墨付きを得た大手がリフォーム市場の独占を図ってい
ます。住宅のリフォームをはじめとした、地域の事業を守ってきたのは私たち地域に住まう事業者です。私
たちの職域を守り仕事を確保するため、全建総連は、国が創設した「リフォーム事業者団体登録制度」に対
応する団体として、組合員を会員とする「全建総連リフォーム協会」（全リ協）を設立しました。

一般社団法人

全建総連 リフォーム協会のご案内
全建総連リフォーム協会（全リ協）の目的は、地域に住まう消費者が安心してリフォームを行う事が出来る環境の整

備及び住宅リフォーム業者の健全な発達を図る事を目的に全建総連が国土交通省に「住宅リフォーム事業団体」の登録
を申請し、平成28年7月28日に登録を受けました。

〔会費等〕
入会金……なし
年会費……10，000円
期 間……4月～3月

国土交通省に
団体登録される
国が公認する団体の会

員であるとロゴマークを
使用して営業・PRが出
来ます。

全リ協指定の講習会を受
講しリフォーム工事の基
礎知識を
全リ協会員はロゴマー

クを使用する為に講習会
を受講して情報収集がで
きます。

① 建設業許可を有する者
② リフォーム工事を業務範囲とする建築士もしくは建築施行管理技士が在籍する者
③ 内装・設備工事のリフォームについて国土交通省が定める資格者が在籍するもの
④ 下記のいずれかに該当し 義務講習Ａ（裏面記載） を受講し適正な事業を行う事ができると協会
が確認した者
・リフォーム瑕疵保険登録事業者
・増改築相談員登録者またはマンションリフォームマネージャーが在籍する
・リフォーム工事に係わる1級、2級技能士又は職業訓練指導員が在籍する者

会員のメリット
メリット

3
団体の発展により、企業・
団体との交渉次第で会員と
して受けられる特典（リ
フォーム瑕疵保険の保険料
割引、リフォームローンの
金利優遇、資材の割引購入
等）の可能性が広がる

等々の支援が受けられます。

国土交通省に団体登録されれば
国が公認する団体の会員であるとロゴマークを使用して営業・PRできる

メリット

2
リフォームに関するさまざ
まな情報を団体より受けら
れ、仕事に役立てることが
できる。

メリット

1
業務マナーや的確な見積・
契約、適切な工事、技術力
向上と経営強化等について
定期的に学習し、技術向上
できる。

事業会員の受講義務講習
Ｄ

・増改築相談員講習

未受講者
（新規）
受講資格を満
たした時から
1年以内に新
規講習を受講

既受講者
（更新）
更新期に合わ
せて5年毎に
必ず受講

Ｃ
・省エネ技術講
習会
（施工または
設計）

既受講者を除き
2016年度末まで
に受講

Ｂ
内容は地域の実情に応じた
・リフォームをめぐる情勢
・リフォーム工事の考え方と提案
・性能向上・長期優良化リフォーム
・その他
（リフォーム関連融資制度、助成
制度、減税制度、介護保険等によ
る住宅改修工事、経営、顧客管理、
アフターフォロー等
入会から3年以内に必ず1回以上

Ａ
・協会概要
（会員順守事項含む）
・リフォーム工事マ
ナー
・標準契約書式（見積
書含む）
・リフォーム瑕疵保険
・苦情処理等

会員入会要件の①から
③に該当する者は入会
後1年以内。
④については入会時

講習

内容

受講
期限

入会要件

全建総連リフォーム協会の目的

入会するには

国の認定を
受けている団体なら
安心してまかせ
られそう…
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全リ協の
事業者登録の意味

住宅リフォーム事業は様々な事業者が

担っており、工事内容や技術も高度化・多

様化している。一方で消費者にとっては、

事業者の技術力・価格相場等がわかりにく

く、気軽に相談できる所が少ない・知られ

ていないと言った課題を有しています。

このため、消費者が安心して住宅リ

フォーム工事が依頼できる環境の整備、事

業者の技術力など資質の向上が必要と考え

られます。

住宅リフォーム事業者団体登録制度は、

既に一部の事業者団体において、取り組み

が行われていますが、本来、リフォーム市

場は、地元に根付いた事業者が、消費者と

密着な関係を保ちながら、消費者の立場に

立って納得のいく住宅リフォーム工事を行

うべきである事を踏まえ、全建総連が先頭

に立ち、住宅リフォーム協会を設立して、

安心な住宅リフォームが出来るように推進

するものです。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会（全リ協）

住宅リフォーム事業者団体登録制度 登録講習会
開開催催日日時時 11月16日（水） 午後6時受付 6時30分開会

開開催催場場所所 セントヒル長崎 長崎市筑後町（☎095‐822‐2251）
※駐車場は、近隣の有料駐車場にお願い致します

募募集集人人員員 第1次募集 50名

入会募集説明会と義務講習Ａの標準プログラム

義務講習Ａ プログラム

1．協会の概要
①全リ協の目的と事業、組織体制

2．リフォーム工事マナー
①居ながらリフォーム心得帳
②事業会員の遵守事項
③講習受講義務等

3．標準契約書式・約款
①小規模工事用（請負額100万円未満、又は注文書）
②中・大規模工事用（請負額100万円以上）

4．リフォーム瑕疵保険
①リフォーム瑕疵保険
②瑕疵保険に係わる説明確認

5．消費者相談及び苦情の受付と対応
①消費者相談窓口、苦情に対する対応について

6．資料
①全リ協定款、施行明細、必要書類一覧

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第615号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）9月15日発行
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